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品詞認定の自動化

申　野 心

1．自国

　現在，国立国語砥究所の第一資料研究室，第三資料研究室，言語計量調査室

では，電子計算機を使った語彙調査を行っている。この調査のシステムは長単

位処理と短単位処理の二つに大きく分かれる（注1）。長単位処理の前処理とし

て，長単位切り，短単位処理の前処理として短単位切り，読みがな付け，付加

情報付けがある。語彙謂査に電子計算機を導入レた大きな理由は，短時聞で多

くのデータを処理でき・ることであった。ところが，この調査を始めてみると，

計算機処理に入る前の前処理に多くの時間とエネルギーを費すことがわかっ

た。しかも，エラーの原説の多くがこの人手作業にあった。そこで，前処理も

電子計算機にさせるシステムが考えられた。これを我々は，語彙調査一貫シス
　　　　ィおセ　　　ロセ　　じ　ぽじセドじ　　　　　　　　　　セセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

テムと呼んでいる（注2）◎

　語彙調査一貫システムを完成させるためには，自動単位切り（注3／，自動漢讃

解読（注4），自動品詞認定のプログラムができていることが必須条件となる。こ

こでは，その自動品詞認定のプログラムについて説明する。

　このプログラムを開発した第一の目的は，一貫処理潔ステムの一部分を受け

持つことであった。この方法を考えるにあたってジ参考になったのは我々人間

の品詞認定における行動であった。品詞認定に蓄ける我ftの行動のうちどれが

一番効いているのか，どういう順序で働いているのか，それらをプログラミン

グする之とによってこのような問題を解明する手掛かりを得ることができる。

これが，このプログラムを開発する第二の目的であった。その他このプログラ

ムを作っていく過程において得られたものは多い。これらについては順次述べ

ることにしよう。
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　このプログラムを開発することによって，次のような利点が得られる。

1）語彙調査に計算機を用いたのは短時間に大量のデー一一タを処理できるからで

あった。ところが手作業がその速度を機械の速度から人間の速度に落してしま

し，，た。これを：再び，機械の速嵐こ引き上げることができる。

2）品詞認定は誰れにでもできるという作業ではない。何らかの訓練を受けた

人が行なうことになる。ところが，ここで二種類の間違いが起こる。一つは，

大部分の品詞は単純に付けられるが，そこで簡単な繰り返し作i業によるケアレ

スミスが起こる。他の一つはどの晶詞を付ければ良いか解からない場合のミス

である。これは専門家に任せなければならない。いずれにせよ，多くの時聞を

費し，ミスを生むのである。その上，いけないことに人間が付けた場合，どこ

にミスがあるか解からない。検査を繰り返してもこのようなミスを完全になく

すことは難しい。

　計算機にやらせた場合，確かに人間が付けたより精度は悪いだろう。しか

し，短時間に大量のデータを処理できること，ケアンスミスがないこと，間違

いの現われ方が一定すること，つまりどこに聞違いがあるかわかることなどの

利点がある。

3）前に述べたことだが，このプログラムを使って人間がどのようにして品詞

認定をしているのか，どの要素が効いているのか，その順序にどうかなどの実

験をすることができる。一種の晶詞認定における人間行動のシミュレーション

である。

2．方法の概略

　品詞認定の方法はいくつか考えられる。書語情報処理においては何らかの品

詞認定を行なっているものが多い。しかしながら，それらは晶詞認定だけが薦

的ではなくて，それを使って，何らかの作業を行なうものである。方法も厨的

に従って変わる。ここでは国立国語研究所の計算機システムを用いて，語彙調

査のための品詞認定を考えることにする。

④構文解析による方法
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　地文的関係がその品詞を決定する場合は多い。従って正しい構文の解析によ

る品詞認定はより正しく，かつ詳しくなされる。語彙調査にどの程度の品詞情

報が付くかによって変わるが，構文を解析してまでの詳しい情報は，普通，語

彙調査に必要ではないようだ。この方法は処理時間が長くなるので大量データ

の処理には不適詣だと思われる。

　②辞書による方法

　この方法は普通に用いられている◎この方法を実行するには，完全な辞書が

必要であること，ランダム・アクセス装置などがあることが望ましい。規在，

進行中の語彙調査の結果がそのまま辞書になり心配はない。高速外部記憶装置

については，国語研究所の場合，磁気テープ装置しかない。～語一語について

辞書を調べるこの方法では，ずいぶんの時閥がかかるものと思われる。　（出力

形式を選べばかなりの速度に上げることができる。）

　③ここで用いる方法

　先の二つの方法もある程度含むが，主に我々が品調認定をどのようにしてい

るかを考え，それをプログラム化したものである。

1）辞書による方法

　たとえば，学校で品詞を付けよという宿題がでたとする。その時の最も簡単

な方法は，ノートを見るとか，国語辞書を調べるとか，文法書を調べるとかす

る。時には誰れかに聞く。

　この方法は計算機にのせることができる。ノートや国語辞書や文法書，何れ

かの知識をひとつにまとめ（言葉一品詞）というように整理する。これを磁

気テープにして，計算機の辞書とするのである。計算機は，入力された語をr

つずつ見，それが磁気テープにあるかを調べる。あれば辞書に載っている品詞

をその語に付ければよい。なければ仕方がないから，「：不明」の情報でも付け

ておく。

2）語形による方法

　中学校にでも行くと国語の時間に語の活用形について習う。ナ行五段動謁

「話す」の語尾は「ナ，ソ，シ，ス，ス，セ，セ」とか，ア行上一段は「イ，

イ，Kル，イル，イレ，イロ，イヨ」だとか，形容詞は「カロ，カッ，ク，
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イ，イ，ケレ」，形容動詞は「ダO，ダッ，デ，二，ダ，ナ，ナラ」などと習

う。だから，語尾がどういうひらがなかがわかれば，動詞か，形容詞か，形容

動詞か解かる。また，助言乱助動詞は，かな書きで，1～3文字であることを

知る。名詞は経験で漢字書きされることが多い。漢字書きの語が出てくれば大

概名詞とする。わからないものは副詞としたものだ。だから連体詞の存在に気

づいたのは中学も高学年になってからであった。

　この方法も計算機にのせることができる。入力された語がどういう文字で書

かれているかを調べておき，語尾が漢字，カタカナなどであれば名詞，「カ

ujであれば形容詞の未然形，　「イ」であれば，形容調の終止・連体形か動講

の未然・連用形である，などとする。助詞，助動詞は全部あげても200に満た

ないだろうから，全部記憶しておき，その語と一致しないかを調べればよい◎

3）接続による：方法

　：文法の時事，助詞，助動詞にはいると，接続について教わる。試験に「この

ぬは何か」という問題がでてくるσ直前の語が動詞の連用形なら「完了を現わ

す勒動詞ぬの終止形」と答えねばならないし，直前の語が動詞の未然形ならば

「否定の意を現わす助動詞ずの連体形」と答えねばならない。そのどちらでも

ない場合は，何かの語の一部分かと疑ってかからねばならない。また，連体形

は直後に体雷がくるとか，助詞「が」を接続するのは名詞しかないということ

なども知る。

　この方法も計算機にのせることができる。まず今言ったような知識を書き込

んだテーブルを作る。たとえば「セル」は直前に動詞の未然形がくるとか，

「ノ」は，直前に「ト，カラ，デ，へ，ヨリ……」などの助調がくることがあ

り，活用語の終止形がくるとか，そうでなければ直前は名調だと書かれてい

る。このようなテーーブルをすべての助詞，助動詞，および品詞，記号について

作っておく。次に計算機は読み込まれた文の最後の語を捜し出し，それが今，

用意したテーブルにあるか調べ，あればその情報を付け，直前の語を予想す

る。そして次の語に移る，という方法である。
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3．　プログラム説明

　方法の概略で述べた方法に従ってプログラミングした◎プログラム名称は，

辞書による方法のプログラムをFK1，語形による方法のプログラムをFK

2，接続による方法のプログラムをFK3と付けた。　FK2はFK1の，　FK

3はFK：1と2の手法を用いている。、又，．FK3の入力データはFK：2の出力

結果を冊る・F斑購書の縣で短単位の嗣しか付けられないし・FK

2と3は文節から助詞，助動詞を除いた部分の品詞を付けるように設計されて

いる。後に掲げたフn一チt一トを参照のこと。

　③　辞書による方法（FK1）

　出力形式をどうするかによって二つの方法がある。一つは入力文の形をその

ままにして，情報を付け，出力する方法（プログラム名称をFK1－1とす

る）。他の一つは辞書の配列順に単語を並べ換えて，情報を付け，出力する方

法（プログラム名称FKI－2とする）である。

　ともに辞書は新聞の語彙調査の結果を用いるQ従って，付けられる情報は短

単位についてである。又，辞書にない語は情報が付けられない。

　FK：1－1　　（フP一チャートは116ページ）

　入力原文の各語について一つずつ辞書を引き直して行く方法である。辞書を

引く時なるべく速くその語に当たるように辞書の語を配列しなければならな

い。その方法はいろいろあるが，最も簡単なものとしては，辞書の語を度数順

に並べておく方法がある。

（説明）

　単位切り済みの原文を読み込む。読み込んだ最初の語を取り出し，その語が

辞書にあるかを調べる。辞書になければ「不明」の情報を与え，あれば，辞書

の情報を転写する。次の語も同様にして情報を付ける。すべてに付け終われば

出力する。出力結果は次の通りである。
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（辞書フt・’一マット）

語 情報 区切り記号

（出力結果例（注5））

　連休（T100）はじめ（S200／SEID）に（S100／SEG9／WROO）

お（S600）　伊勢（W800）　参り（S200／SEFF）　を（WROO）

し（SEK：5／WROO）　て（S100／WROO）　来（SEK3）　た（S100／

wppe）　．　（yyoe）　・一・一・一・一

　FK1－2　　（フP　一一チャートは117　A“　一一ジ）

　辞書により情報を転写し終わればすぐアウ5プットに移るから，辞書の配列

は，その出力の配列順序と同じであれば便利である。五十音順がよい。

（説明）

　単位切り済みの入力原文を読み込む。すべてのデータを読み終わったところ

で，それを辞書の配列と同じ配列順にソートする。ソートすれば同表記語は同

じ所に集まるから，それを一つの見幽しに直し，度数を付ける。次に情報付げ

に移る。ソートされた最初のデータと辞書の最初の語を比べる。同じ語であれ

ぽ辞書の情報を転写する。同じでなく，データの方が配列順序が下位ならば辞

書にそのデータと間じ語がないのであるから，「不明」の情報をつける。この

ようにしてすべて情報を付け終わればそのままアウトプットすればよい。処理

結果は次の逓りである。

（辞書フrk・一マット）

語 回報 区切り記号

（処理結果例（注6））

　僕勢（W800）

　お（S600）

　来（SEK3）

　最近（T100）

1
1
∴
－
哩
■
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し（SEK5／WROO）

た（S100／WPPO）

て（S100／WROO）

でき（SEK3）

1
1
望
⊥
－



泊まつ（SEFD）　　　　　1　　参り（S200／SEFF）

に（SEG9／S100／WROO）　1　　町はずれ（S100）

の（S100／WROO）　　　　　1　　旅館（T100）

　はじめ（S200／SEID）　　1　　連休（T100）

二見（W800）　　　　　　　1　　を（WROO）

②語形に，よる方法（FK2）（フp一チャートは120ページ）

情報の記号は表1を参照。テーブルには，FK2の論理では正しい情籔が付

かない語（104ge．　）．と，助詞，助動詞（121語）が登録されている◎特殊語のテ

ーブルは三種類（漢字書きの語，漢字まじりの語，ひらがな書きの語）に分か

れている。下種判定の結果を用いると，早く目的の語に当たるからである。テ

ーブルは紙テープで入力される。テーブルに登録されている語を増やすのが簡

単であるためである。又，見出し語の長さは4文字になっている。これは，新

聞語彙調査一年分の長単位調査結果（度数6以上11044異り語数）について調

べたところ，5文字面影のもので，FK2の論理で処理できない語がなかった

ためである。実験の結果5文字以上で正しく付かない語があればこの長さを増

やせばよい。

表1　コード表

1桁目 2品目
コ・一一F　i品　訓コード隣用形

O
H
王
＋
A
B
C
J
N
R
P
X

詞
副
詞
詞
詞
詞
詞
詞
詞
忌
詞
号

　　

e
㌘
動
続
御

名
動
形
形
連
副
感
接
助
三
助
記

　8
9

＃（c）

H
　x

Q
R

形
形
形
形
形
形
形
形

　
　
用
　
　
体

然
用
連
止
体
撰
定
令

　
　
然
　
　
止

未
連
言
終
連
終
仮
命
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テーブルフォーマット

語 情報 区切り記号

テーブル例

助詞・助動詞のテーブル

なかっ　R9／ながら

など　　N　／なら

ね　　　PQ／の

ば　 N／ばかり

まし　　R9／ましょ

まで　　N　／も

よう　　R十／ようだ

工21語

N　／なかろ

RQ／なり

N　／ので

N　／へ

R8／ます

N　／や

R8／なく　　 R9／なけ考Z

N　／に　　　N　／ぬ

1　／のに　　N　／は

N　／ほど　　N　／まい

R十／ますれ　RQ／ませ

1　／やら　　N　／よ

RH／ようだっR9／ようだろR8／ようで

RQ／
R－1一／

N　／

R十／

R＃／

N　／

R9．．／

特殊語のテーブル（漢掌書きの語3語，漢字まじりの語10語，ひらがな書きの語91語）

得　　　H＃／又　　　」　／来

下さい　HR／一つ　　0　／同じ

再び　　B　／二つ　　0　／最も

ため　　0　／つい　　B　／さる

こと　　0　／もの　　0　／その

また　　BA／それ　　0　／とき

H9／EF
B　／子ども　0　／特に　　B　／

B　／初めて　B　／少し　　B　／

A3／うえ　　OH／つぎ　　OH／

A　／この　　A　／ほか　　G　／

0　／あと　　0　／うち　　0　／

（説明）

　このプログラムは大きく二つの部分に分かれる。一つは前処理的なもので，

語を構成している文字の字種判定である。この結果により，どのテーブルをひ

けばよいか，語形判定のルーチンに入ってもよいかなどの指示を与える。（こ

の結果を用いて，語種の判定がある程度できるのではないかと考えている。）

もう一つは語形判定のノレーチンである。これがこのプログラムの基本となると

ころである。

　まずテーブルを読み込む。これは，テーブルの項で説明した理由で紙テープ

になっている。文，テーブルの語数が少ないので，外部記濾装置にたくわえる

　　　　　　　　　　　　　　　　一105一



ということはしない。次に単位切りされた入力原文を読み込む。次は字種判定

である。

　字種判定＊1　各文字に次のような記号を与え，文字列を記号列に換える。

　　ひらがな一S，カタカナーT，漢字一U，英文字一V，数字一

　W，記号一X

　例．「　ガラス　」　は　外来語　だから　U　を　つける　。

　　　X　TTT　X　S　UUU　SSS　V　S　SSS　X

　次に語を前から取り出す。字種判定の結果を用いてテーブルを捜す。すべて

漢字書きならば，まず漢字書き’の語のテーブルを，漢字混りの語であれば漢字

混りの語のテーブルを，ひらがな書きの語であれば，まず助詞，助動詞のテー

ブルを次に．ひらがな書きの語のテーブルを捜す。次に語末の文字（1～2字）

により，情報を付けるルーーチンに行く。

　語末の文字を調べる＊2

　　1．語末は漢字，カタカナ，英文字，数字一→名詞

　　2．語末は記号一→記号

　　3．語末は「い」一→形容詞・終止連体形，動詞・未然連用形

　　4．語末はrく」一→形容詞・連用形，動詞・終止連体形

　　5．語末は「で」一→形容動詞・連用形

　　6．語末は「に」一一→形容動詞・連用形

　　7．語末は「だ」一形容動詞・終止形

　　8．語末は「な」一→形容動詞・連体形

　　9．語末は「る」一→動詞。終止連体形

　　10．語末は「れ」一→動詞・仮定形

　　11．語末は「よ」一→動詞・命令形

　　12．語末は「かろ」一→形容講・未然形

　　13．語末は「だろ」一→形容動詞・未然形

　　14．語末は「ろ」一→動詞・命令形

　　15．語末は「かっ」一→形容講・連用形

　　16．語末は「だっ」一→形容動詞・連用形
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　　17．語末は「っ」一→動詞・連用形

　　18．語末は「なら」一→形容動詞・仮定形

　　19．語末は漢宇÷ひらがな一通動詞

　　20．語末はイ段一→動詞・未然連用形

　　21。語末は工三一→動詞・未然連用仮定形

　　鎗．語末はウ段一→動詞・終止連体形

　　23．語末はア段一〉動詞・未然形

　矢印の左側の検査をし，その通りなら窟側の情報を付ける。そうでなけれ

ば，次のチェックに移る。数字は順序性を持つ。20～23のチェックはFK2だ

けでは用いないで，FK3との接続の時に用いる。語末の文字の検査で，すべ

てNOだったものは「不明」となる。情報が付けば，次の語に移る。すべての

語に情報を付け終われば出力する。出力結果は，処理結果例のように入力原文

に惰報が付いた形となる◎

FK2　処理結果例

　　多数　（0　　　　0）決

（e　o）
　　多数　（0　　　　0）決

（D　　　　　O）に　（N

　　2）確力〉ζこ　　（一F9

　0）的な　（÷1

ある（H十　　　　A）。

送　（0　　　　0）の

　　　　4）対立　（O

　A）場合　（0

　（0　　　　0）なら

　　　　　0）の　（N

　4）もつ　（H9

は　（N　　　　　4），

　　　　　0）の　（N

（o 0）の　（N

　　（0　　　　0）の

　　　　4）は　（㌶

　　8）相対　（0

9）意味　（0

（X　　　　2）甲論

（N　　　　　4）意見

　　0）が　（N

O）に　（N　　　　　4）

（RQ　　　　4）ぬ

　　4）知性　（O

I）て　（N　　　　4）

（X　　　　　2）その

　　4）どれ　（HQ

　　　－107一

4）原理

0）が

　（o

　（0

　　4）ある

　，　（x

（R＋　　　　4）人間

　　　0）を

　して　（？

　（o

　　　B）を

（N　　　　　4）原理

　　4），　（X

O）主義　（0

　　（N　4）
　　　　　0）　乙◇E

　　　　　）の　（N

　　　　　（H＋

　　　　　　　2）神

　　　　　　　　　（e

　　　　　（N

　　　　　　　　L）

　　　　　5）中　（0

　　　　　（N



　4）選ぶ　（H　　　　J）べき　（？　　　　L）か　（N　　　　4）

を　（N　　　4）絶対　（0　　　0）の　（N　　　4）確儒　（

0　　　0）を　（1　　　4）もつ　（H9　　　王）て　（N

　　4）断定　（0　　　0）し　（聾　・　　4）うる　（H十

A）者　　（0　　　　　0）は　（1　　　　　4）ない　（RH　　　　　4）。

　（X　　　　2）それ　（0　　　　5）を　（黄　　　　4），　（X

　　　　2）なお　（B　　　　　5）かつ　（？　　　　　L）ひとり　（？

　　　L）の　（N　　　4）絶対’（0　　　0）の　（N　　　4

）権威　（0　　　0）を　（1　　　4）もつ　（H9　　　1）て

（N　　　　4）断定　（0　　　　0）する　（H十　　　A）と　（1

　　　　4）いう　（？　　　　L）制度　（0　　　　0）は　（N

　4），　（X　　　　　2）独裁　（0　　　　　0）主義　（0　　　　　0）

で（P9　 4）ある（十9　 A）。（X　　2）独裁（
0　　　　　0）主義　（0　　　　　0）に　（N　　　　　4）走っ　（Hg

　　　　I）て　（N　　　　　4），　（X　　　　　2）入間　（0

0）の　（N　　　4）合理　（0　　　0）性　（0　　　0）を

　原文は江川清氏の「自動単位分割」のプログラムによって単位切りされたものであ

る。内申「φ日送」は「駁」である。（）内は前4ケタが品調・活用情報（2組）

で，最後の1ケタはFK2プログラム中のどの箇所で決定されたかを示す認号であ

る。品詞・濡用情報は表1を参照。

　③　接続に一よる方法（FK3）（フローチャートは118・119ページ）

　テーブルは二種類に分かれる。一つは助詞，助動詞に関する情報をもったテ

ーブル，もう一つは品詞に関する情報をもったテーブルである。テーブル1の

「情報」は酷詞，用法，終止形の語形，見出し語の活用である。たとえば「助

動。否定・ない・終止」とあるのは，　「この語は助動詞で否定の意に用いられ

る〃ない〃の終止形である。」とよむ。制限情報1は見出し語の直前に何がく

るかを現わした情報である。これは二つに分かれる。一つは見出し語の前にく

る助詞はどういうものかを現わしたもので，これは語を並べてある。もう一つ

は品詞活用情報で，見出し語の直前にくる語はどういう品詞，活用であるかを

現わしたものである。これは，二桁で一組の品詞・活用情報を環わす。制限情
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報2は見出し語の直後にはどういう語がくるかを現わしたものである。現在は

この情報は用いない。

　現在用意している語数はテーブル1は121語，テーブル2は14語である。こ

れらは紙テープで作られている。変更が簡単なためである。

　テーブルフォーマッ｝

　　テーブル1

騨語㈱｝＠＃瞬締飛燕蜘騰／『
1　　　　　　　　鰯　限

門
情報ω　　li

鰯限情報②＠　　　　　　イ

　　　　　　1

テーブル2

品　詞＠t｝＃嗣燕齢1論肋計郵で

テーブル例

テ～ブル1

　の＠三三＠＃と＃から＃で＃へ＃より＃まで＃だけ＃ばかり＃乙そ＃など＃ぐらい

　：・＃，　1　＋O　／O　＠　＠El

　を＠絡助＠＃と＃から＃まで＃の芽だけ＃ばかり＃こそ＃さえ＃すら＃のみ＃など

　：葬ぐらい：ilO／0＠＠EI

　が＠格助・接助＠＃の＃と＃から：淳まで＃も＃だけ‡二ばかり＃こそ葬さえ＃のみ＃

　など＃ぐらい＃　1＋UO／0＠＠EI

　た＠助動・過表・た・終止達体＠H9　9／｝1　9＠　＠EI

　ない＠助動・否定・ない・終止＠＃せ＃させ＃れ＃られ＃たがら＃は　H8／H8

　＠　＠EI

テーブノレ2

　X　＠＃か＃さ＃ぞ＃ね：1‡よ＃　　H　＋＠　＠EI

　T　＠＃が＃て＃し＃　　9　＃　正　＋J　C　＠　＠E1
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e＠1　＋A　O＠　＠EI
H　＠＃て＃ては＃ても＃　i9王＃FgFI＠　＠E工

（説明）

　FK3の入力原文は，　FK2の出力結果を用いる。　FK3のプmグラムに入

る前に簡単な品詞情報が付いていることが必要なためである。このプログラム

の特徴はテーブルの指示に従って品詞を決めて行くところにある。

　プvグラムを入力原文例によって追ってみよう。「だれ　（HQ　　B）

も　（N　　4）ゐ　（？　　L）ない　（RH　4）Q　（X

2）　」

　まず，このプログラムは後の語から始める。最初に，最後の匂点（。）を捜

す。情報を付け，句点の制限情報を取り出す。

X　＠＃か＃さ＃ぞ＃ね＃よ＃　　H　÷＠　＠Ei

　次に擬限情報の最初の語は助詞かを調べる。この場合，助詞「か」であるか

ら，フu一チャートの下へ進む。欄限情報誌の助詞「か」を取り出す。次に，

今調べている語「。」の直前の語「ない」を取り出す。「か」と直前の語「な

い」を比べる。等しくはないから，次の欄限情報「さ」について己様のことを

調べる。やはり等しくはない。このようにして「よ」まで行く。次はスペース

だから，制限情報1は助詞ではない。＠でもないから制限情報1はおわりでも

ない。制隈情報内の品詞，活絹情報を取り出す。「H」である。次に今調べて

いる語の直前の語「ない」の情報を取り出す。　「RH」である。これらを比べ

る◎この場合，品詞でも活用でもどちらか一方が等しくなければ全体は等しい

ということにしている。従って「H」で等しくなっている。次に「ない」は助

詞，助動詞かを調べる。これは助詞であるからテーブルに「ない」を捜す。下

記のようにテーブノレ内に存在する。

ない＠助動・否定・ない・終止＠＃せ＃させ＃れ＃られ＃たがら＃は　H8／H＠

＠EI

で，その情報を付ける。「ない（助動・否定。ない・終止）」。制限情報を取
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り出しておいて，次の語「ゐ」に移る。さて，取り畠した劇限情報1は助詞か

を調べる。　「せ」だから助詞である。これと直前の語「ゐ」とを比べる。等し

くないから次の助詞に移る。助詞「は」まで等しくはない。次に，品詞，活用

情報と比べることになる。　「ゐ」の品詞情報「？」と調限情報「H：8」とを比

べると一一致しない。次の制限情報は「／」である。これは強制入力で次にある

情報を強制的に付けてしまう。従って「ゐ（H8）」となる。次に「H」の制

限情報を取り出す。

H　＠＃て＃ては＃ても＃191＃FgFI＠　＠EI

　次の語に移る。周様に，制限情報の最初の語「て」と「も」を比べる。これ

はドても」まで等しくない。次に品詞，活用情報を調べる。rN」と等しくな

るものはこの欄限情報の中にはない。しかも強記入力もないから，制限情報お

わりに入る。で，今調べている語「も」がテーブルの中にあるかどうかを調べ

てみる。

も＠副助＠韓に＃を＃と＃から＃で＃へ＃より＃まで鉾の＃きえ＃すらllなど＃ぐら

　い：＃　9＃1＋0＠＠EI

　あるからこの情報を付ける。「も（副助）」。次の語に移る。同様に「だれ」

と制限情報内の助詞と比べる。すべて等しくない。次に，「HQjと鰯限情報

内の晶詞，活用情報を比べる。これもどれも等しくないので強制入力により，

「ojの情報が付けられる。　「だれ（0）」。

　このようにして，処理結果「だれ（0）　も（副詞）　ゐ（H8）　ない（助

動・否定・ない・終止）　。　（X）　」となる。

FK3　処理結果例

　原文

　　ある　va　の　暮れ方　の　事　で　ある　。　一人　の　下人　が　，　◇久公

　　生門の下で雨やみを待ってみた。広い門の下に
　　は　，　この　をとこ　の　外　に　だれ　も　ゐ　ない　。
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4．

入力原文（FK2済）

　ある　（H＋　　A）M　（0　　　0）の　（N　　　4）暮れ方　（0

　0）の　（N　　4）事　（0　　0）で　（P9　4）ある　（H十

　A）。　（X　　　2）一人　（0　　　0）の　（N　　　4）下人　（0

　　0）が　（N　　　4），（X　　　2）◇久公生門　（0　　　0）の　（N

　　　　4）下　（0　　0）で　（P9　4）雨やみ　（？　　L）を　（

　N　　　4）待つ　（Hg　　I）て　（N　　　4）ゐ　（？　　　L）た　（

　R十　　4）。　（X　　　2）広い　（1十HC6）門　（0　　　0）の　（

　N　　4）下　（0　　0）に　（N　　4）は　（N　　4），　（X

　　　　2）この　（A　　　5）をとこ（？　　　L）の　（N　　　4）外　（

　0　　　0）に　　（N　　　4）　だれ（HQ　　B）も　（N　　　4）ゐ　　（

　？　　　L）ない　（RH　　4）。　　（X　　　2）

処理結果

　ある　（K　一1一）日　（0　）の　（格助）暮れ方　　（0　）の　（格助）事

　　）で　（格助・接助）ある　（H十）。　（X　　　2）一人　（0　）の

　格助）下人　（0　）が　（格助・接助），　（X　　　2）◇久公生門（0

　　の（格助）下　（0）で　（格助・接助）雨やみ　（0）を

　（H9）て　（接助）ゐ　（H9）た

　　　2）広い　（1＋）閃　（0　）の

　（副助），　（X　　　2）この　（A

（0　）に　（格助）だれ　　（0　）も

定・ない・終止）。　（X　）

　注）文申「◇久公」は「羅」である。

各方法の精度，処理時間，問題点

　　　ll
　　　　　　　　FKI　1　FK2

　　　　　　　　　　　　　　　（e

　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　（格助）待つ

（助動・過表・た・終止連体）。　　（X

　（格助）下　　（0　）に　（格助）は

）をとこ　（0　）の　（格助）外

（副助）ゐ　（H8）ない　（動動・否

FK3

のIl・…／W… （助詞） 格助

で 儲10／SEI8／wほ瀦詞’助動詞’i緻・接鋤

広・覗・・M・ 1　（形容詞・終止連体
形，動詞・未然連用形）

（形容詞・終止連体形）
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雨や磯S2G・ ？
・ i・（働

ゐ　｝S・GG 9
。

　8（動詞・未然形），1
　9（動詞連用形）

ある SEFF／SDOO （動詞・終鋤彫）1（鯛・終恥曝）

　FK3に用いた例文に各方法が，どのような清報を付けるかを比べたものが

上の表である。これを例にしながら，各方法の問題点，精度，処理時閥などを

述べてみよう。

O　FKI
　上の例に発られるように，辞書にある語はどんな語でも，情報が付く。しか

し，辞書にない語は付かない。ここで用いた辞書が短単位の語であったから，

短単位にしか脅かない。

　テーブル内の情報はすべて付く。従ってFK2や3では付かない語種情報ま

で付けることができる。しかし，たとえば「の」の情報のように，助詞だけで

よいのに，名詞まで付いてしまう。正しい情報だけを取り出すのには，そこで

チェックが必要になる。そのチェックのプ白グラムのひとつとしてFK3を用

いることができるQ

　ここで用いた辞書は，前にも述べたように．新聞語彙調査短単位一年分の調査

結果である（478◎5異り語数）。

　語彙調査として致命傷であるが，同形異事の判別ができない。FK1－1は

原文の形を残しているので，あとで修正が可能である。しかし，処理速度は遅

くなる。

＠　FI｛2

　この方法は辞書による方法のどんな語でも情報を付けることができるという

長駈を取り，辞書の語数を減らすことにより，辞書引きの書壇を短縮するとい

う短噺を解消している。

　語形により情報を付けているので，同形異語の判別はできない。上の例の

「で」や「広い」がその例である。又，付け間違うこともある。それは，辞書

にある語形に同形異語が存在する時である。たとえば，「の」の名詞や，「し」

の動詞などがそれである。
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　このプログラムはわからない語が畠てくれば，テーブルを補充する形式を取

っている。

　情報の付き方に四種類ある。一つは正しく付く場合。こ二つめは完全な間違

い。三つめは不必要な情報が付いている場合。四つめは不明の場食である。語

末のチェック23までを生かすとすれば，新聞語彙調査一年分長単位語で，度数

6以上の語11044異り語で，三つめの種類の間違いは20語である。これは，こ

のデータを用いてこの論理を作ったためであるが，かなりの正解率を示すこと

が解かる。語彙調査に用いるプログラムとして，二つめの種類の閥違いが～番

函る。この場合だけ，どこに間違いがあるか解からないからである。

　327語の文章（多数決の原理，羅生門の一節）の実験では90．2％の正解率を

示す。この中には三つめの種類の間違いも入っているが，これを除くと，83．2

％の正解率となる。処理蒔間は，250語の文で1分50秒。入出力に（紙テー

プ）50秒かかっている。これを除けば1秒間に4～5語処理することになる。．

＠　FK3

　このプログラム¢］　FK2のアウトプットを用いる。

　従って，このプログラムは辞書方式のどんな語でも付くという点，語形方式

の処理時間が短く，辞書にない語も付くという点，接続方式のその文における

働きによって付けるという点のすべての長所を取ったプログラムといえる。

　このプログラムは，同形異語の判別を行なう。上の例の「で」がそれであ

る。

　全く未知の語でも助詞，助動詞が付いていればかなりの情報を付ける。上の

例の「雨やみ」や「ゐ」がそれである。

　かなり正確な活用情報を付ける。「ゐ」の必然形，連用形の判別がそれであ

るQ

　精度は327語の文で94．8％，二つめの種類の間違いを除くと92．3％になる。

　現在のプログラムではFKI2のプログラムよりかなり遅い。これは，　FK2

と完全に組み合わさっていないためである。
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S．おわりに

　語彙調査には同形異語の判別は欠かせない条件となる。FK3では少し行な

うものもあるが，なお完金でない。これは，FK3の方式をより詳しくすると

ともに新しい方式（狭い範囲での構文の解析など）を考えなければならないだ

ろう。たとえば「カキ」という語では，動詞の「書く」の連用形と，名詞の

「カキ」とはFK3で判別できるが，木になる柿か，海で取れる牡蠣かは構文

φ解析の方法を考えなければならない。「カキを酢で和える」と雷えば海の牡

蟻だろうし，rカキの皮をむく」と雷えば木になる柿だろう。構文の解析にし

ろ，接続にしろ，用例を集めての研究が必要である。

　今後の方向としては，FK1～3のプvグラムの統合，精度を高めること，

及び同形異語判別ルぬチソを組み込むことを考えていく予定である。

　（この報告は，昭和45年6月1日国立國語研究所の研究報告会で発表したものに加

筆したものである。）

（注1）　斎藤秀紀「電子計算機による語彙調査一主として長単位処理について

　　　一」国立国語研究駈報告34「電子計算機による圏語研究豆」，「電子計算

　　　機による語彙調査H一己として短単位処理について一本報蕾に転載。

　　　　圏立國語研究駈報告37「電子計算機による薪聞の語彙調査」5ページ。

（注2）　第一資料研究室「語彙調査データの一貫処理法の研究jLDP月報別冊

　　　40
（注3）　江川清「単位分割自動化のシステムについて」計鐙鼠語学51。

（注4）　韻由章夫「漢字の自動解読システムについて」計量国語学48。

（注5）　石綿敏雄「電子計算機による語彙調査の一実験」国立国語研究所論集2。

（注6）　中野洋「薪聞語彙調i査の類別語彙表について」国立国語研究所報告34　52

　　　ページ。
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FKI－1フ日一チャーート

スタート

敷（単1娚りずみ）

@　　　よみこみ

激の譜が　NO撒納の語と一・．．・致するか

@　　　　YES
NO

辞書の情報を

ｴ文の語に転
ﾊする。

辞書終りか

@　　　　YES
辞書の次の語へ

ゼ不明」の情韓をつける、

辞書を最初に戻す

次
の
語
鯨
文
）
へ
し

NO
原文終りか

@　　　　YES

出　力

エンド
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FKI－2．．フ織一チヤート

ス；タート

漂文（挙紘サ」りずみ）

　　　よみこみ

　ソー1・

辞瞥の薄身三鷹聖

皿形語を一一っの

Sll｛liしにまとめ

度数をつけるe

〉　　　　　　　　　　　く
　　　見恭し語：義踏：

舌凝1の次の語！、

　　　辞書兼冬りか
NO，

辞蓑｝の唱和を璃（

文の語に転写す

る。

，舞職む薪蓉．．　；z；

　壌！の鷲報を7斗　’

　醗¢

S聡Y

残りの語に「不

｝男∫の溝報を入

れる，

次の，見出し語へ

見出し語終りか
Ne

YES

1．1．i　ソJ

エン1‘
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FK3フロー・チヤー・ト

スター1・

チャー・ド
．テープ縛弾

原文（FK2陶
よみこみ

原文5｝・の最後

ﾌ旬点を衛｝藺、

韓．報をつ1ナδ。

鯉螺嶽を
ﾆりと｝｝す鄭

欄：ミ濃ミ（111ま脇君か

@　　　YI三s

NO

をと幡烈cw⑪）

原文中の、今灌ぺている
黷ﾌ麟嚇をと艘宍　　　　　（CWI）

　　　　　　　　　　の

秩D．工＝

次の嗣限悩報に
､つる。．

CWO㌻Cwr

C　　　　畿．．畿

Gwoをト7が誉；こ探ず。

その／鰭ミを舜碁、

噸

鰍撒をと憾雲。

三｝切、処難マ

撃戟G珊1の二二ひ．つζ＝μ

NO
ラ㍉ク訣転・

ﾌ　ブr

y磯　　艶

エンド
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　　1｛蔀疑豪　　　　No

　　おミプノ己㌧

　　　　YIIS

　　濠：暫13で，

m調べてい惹～i∴｝　　なし

蔵跳毎吾をテー一び，ン；1ご

　　ξこ繧‘ナ．

　　　　　．も旨

帽
入

み
．
」

」
ノ

≠
．

・
亭
－

」
．
－
、

「
㌦
じ
ら

・
．
‘
こ
、

齢
く

NO

｝～K2でつ1｝為

劉羅をつ；ナるφ

毒
鳳

邦
れ
箕

駐　
蓼
．

ド
．
．
跨

　
ド
　
しの

p
て

「
ρ

ル
ノ

～づ

lili瞬鰭雛¢〕品ll毒・瞬綴1犠ミ

をとレ｝liiす（CW（，1

原文中で、・争、調べている講

のぎ：雲的串語民情隷を耳駈り鑑『紅

　　　　　　　（C“’　1　”1

歪i｛黙韓馨をヒ需i§¶号

cwc）　：c“’　z

｛．1撰1にうつる…

cw工1：ミ
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NO．

「
4擢叫”

ア

ネ
㍉．

」
3

f
F
’

．
馬
．
旧
卸
　

¢

跨
†

冠
鼎
∴
詳
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．
菖
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．
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“
鴛
．
二
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FK2　フ層口』一」チャ・鴨ト

ス・クL一一i・

．チーフ〉レ￥一ド

み嵩
3

リ
み

鞭
O
・
菌

文原

字翰i考定

　　　＊1

譲をとり誌三す。

雌那甥鋼　　なし
のテーブルを検索

あり

贔詞決定

犠…勲　　なし
テーブルを検索

あり

品詞決定

謝ミの

文字をしちべる

　　　＊2

品詞決定

t

出力心掛

　聾0
．　　　　“デーP．エンドか

YES
惣　力
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